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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、アルギニン／セリンリッチスプライシング因子ファミリーのメンバーをコードする可能性が高い。ラットの類似タンパク質は、RNAポリメラーゼIIの大サブユニットに結合し、転写とpre-mRNAスプライシングを結びつけると考えられる。選択的スプライシングを受けた転写バリアントが報告されている。[RefSeq提供、2009年2月],機能：転写とpre-mRNAプロセシングを物理的および機能的に結びつける働きがある可能性がある。,類似性：スプライシング因子SRファミリーに属する。,類似性：1つのCIDドメインを含む。,類似性：1つのRRM（RNA認識モチーフ）ドメインを含む。,サブユニット：RNAポリメラーゼIIの反復C末端ドメイン（CTD）と相互作用する。,
	研究分野
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	SFRS15抗体を用いたCOLO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：2000に希釈したSFRS15ポリクローナル抗体を使用したCOLO細胞のウエスタンブロット分析。

